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平成３０年第２回（６月）岬町議会定例会第２日会議録 

 

○平成３０年６月６日（水）午前１０時００分開議 

 

○場 所   岬町議会議場 

 

○出席議員 次のとおり１１名であります。 

  １番 坂 原 正 勝   ２番 辻 下 正 純   ３番 和 田 勝 弘 

  ５番 道 工 晴 久   ６番 松 尾   匡   ７番 反 保 多喜男 

  ９番 奥 野   学   10番 出 口   実   11番 竹 原 伸 晃 

  12番 小 川 日出夫   13番 中 原   晶 

 

  欠席議員  ０ 名 

  欠  員  １ 名 

  傍  聴 １３ 名 

 

○地方自治法第１２１条の規定により本会に出席を求めた者は次のとおりであります。 

町 長 田 代   堯 
まちづくり戦略室 

危 機 管 理 監 
竹 下 雅 樹 

副 町 長 中 口 守 可 教 育 次 長 澤   憲 一 

副 町 長 松 田 康 博 水道事業理事 鵜久森   敦 

教 育 長 笠 間 光 弘 会 計 管 理 者 福 井 智 淑 

まちづくり戦略室長 

兼町長公室長 

兼政策推進担当課長 
川 端 慎 也 総 務 部 理 事 栗 山 茂 雄 

総 務 部 長 西   啓 介 
しあわせ創造部 

総 括 理 事 
波戸元 雅 一 

財政改革部長 

兼 財 政 課 長 
相 馬 進 祐 

総 務 部 理 事 

兼企画地方創生課長 
寺 田 武 司 

しあわせ創造部長 松 井 清 幸 

財政改革部理事 

兼行革推進課長 

兼 税 務 課 長 
阪 本   隆 

都市整備部長 家 永   淳 
都市整備部副理事 

兼産業観光促進課長 
吉 田 一 誠 
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○本会の書記は次のとおりであります。 

    議会事務局長 鈴 木 真 澄   議会事務局係員 池 田 雄 哉 

 

○会  期 

   平成３０年６月５日から６月２６日（２２日） 

 

○会議録署名議員 

  １０番  出 口  実     １１番  竹 原 伸 晃 

 

 

議事日程 

  日程第１ 議案第５７号 専決処分の承認について（平成２９年度岬町一般会計補正 

              予算（第１０次）） 

   

日程第２ 議案第５８号 専決処分の承認について（平成２９年度岬町下水道事業 

              特別会計補正予算（第４次）） 

   

日程第３ 議案第５９号 専決処分の承認について（平成２９年度岬町多奈川財産区 

              特別会計補正予算（第４次）） 

   

日程第４ 議案第６０号 岬町ラブホテル建築等規制条例及び岬町パチンコ遊技場等 

              及びゲームセンター建築等規制条例の一部改正について 

                 

日程第５ 議案第６１号 監査委員の選任について 

   

日程第６ 報告第 ２号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定） 

   

日程第７ 報告第 ３号 平成２９年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告 

              について 



 

1 

（午前１０時００分 開会） 

○道工晴久議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、平成３０年第２回岬町議会定例会２日目を開会いたします。 

  ただいまの時刻は、午前１０時００分です。 

  本日の出席議員は、１１名です。欠員１名でございます。 

  出席者が定足数に達しておりますので、本定例会は成立いたしました。 

  本定例会には町長以下の関係職員の出席を求めております。 

  これより、本日の会議を開きます。 

  昨日の議事の中で少し訂正がございますので、日程に入ります前に訂正を求めたいと思います。 

  坂原正勝君。 

○坂原正勝議員 おはようございます。公明党の坂原でございます。 

  昨日の私の一般質問の中で、発言について間違いがございましたので、訂正をさせていただき

ます。 

  ２カ所あります。 

  １カ所目が、岬町の新生児出生者数は年間７０人から８０人と、クラスでいうと小学校低学年

では３クラス、それ以外は２クラスで足りるという発言の中で、小学校低学年では１クラス３０

人と言いましたが、正しくは１クラス３５人の間違いでした。 

  それから、２カ所目、これは深日洲本航路の社会実験運航の取り組みについてのところですが、

タウンミーティングの資料では１万６００人の乗船があって、淡路島からの乗船者数は９５４人

と言いましたが、正確には２６０人の間違いでした。 

  以上、２カ所の訂正をさせていただきます。よろしくお願いいたします。申し訳ありませんで

した。 

○道工晴久議長 それでは、議事録の訂正を認めたいと思いますので、よろしくお願いしときます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第１、議案第５７号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町一般会計

補正予算（第１０次））」を議題といたします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。財政改革部長、相馬進祐君。 

○相馬財政改革部長 日程第１、議案第５７号、専決処分の承認について（平成２９年度岬町一般

会計補正予算（第１０次））につきまして、ご説明をいたします。 

  本件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 
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  専決処分の理由といたしましては、平成２９年度一般会計決算見込みにおきまして、不用額及

び大阪府市町村振興補助金等特定財源の確定に伴う財源更正並びに地方債借入額の決定による地

方債限度額の変更等に係る補正予算を調整し、議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招

集する時間的余裕がないため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成３０年３月３０

日付で専決処分をしたものでございます。 

  まず、補正予算の内容を説明させていただく前に、平成２９年度一般会計の決算見込みなどに

ついてご説明をさせていただきます。 

  先日、内閣府が発表いたしました、今年１月から３月期の国内総生産（ＧＤＰ）の速報値によ

りますと、物価変動の影響を除いた実質成長率は年率換算で０．６％の減少となっております。 

  マイナス成長は平成２７年１０月から１２月期以来の９四半期ぶりとなっており、ＧＤＰの６

割を占める個人消費の低迷に加え、企業の設備投資も振るわなかったことが要因とされておりま

す。 

  これまで、輸出や個人消費に支えられプラス成長が続いてきたものの、日本経済が足踏みの状

態であることが示されました。 

  マイナス成長は一時的という見方もあるものの、４月以降も食品値上げや原油高が消費者心理

に影を落としていることに加えまして、これまで堅調だった海外経済にはリスクがあることから、

景気の先行きには不透明感が否めません。 

  こうした状況は、地域経済にも相当な影響が及ぶと考えられることから、今後ともその動きに

ついて注視していく必要があると考えております。 

  次に、本町に目を向けますと、平成２９年度は歳入では、町税は昨年度からわずかながら増額

が見込まれるものの、譲与税や各種交付金は昨年度並みに伸び悩んでございます。 

  一方、歳出におきましては、少子高齢化の進展に伴う社会保障関係経費が増加し、公債費が高

どまりしているなどの状況の中での厳しい財政運営とはなりましたけれども、大阪府市町村振興

補助金などの財源の確保に加えまして、岬町行財政集中改革計画（第３次集中改革プラン）によ

る取り組みなどによりまして実質収支につきましては引き続き黒字を確保できる見通しとなって

ございます。 

  町財政は依然として厳しい財政運営を余儀なくなれることが予想されており、今後とも行財政

改革を積極的に推進していくことが急務となっております。 

  なお、決算の詳細につきましては、決算認定にかかる議案上程時に改めてご報告させていただ

きます。 

  それでは、補正予算の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  平成２９年度一般会計補正予算（第１０次）につきましては、特定財源の確定に伴う財源更正
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及び歳出不用額の調整などを行った内容となっております。 

  とりわけ不用額につきましては、町道海岸連絡線整備事業において、当初予算編成後、事業計

画用地に文化財が出土されたことに伴い、当初計画から大幅な変更を余儀なくされたこと、また、

他の道路等の整備事業につきましても、社会資本整備総合交付金の交付額を踏まえ予算執行を行

ったことなどによりまして、例年に比べ多額の不用額を計上してございます。 

  改めまして、議案書１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１４億６，５０９万８，０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９１億１，４８９万５，０００円とするものでございます。 

  ２ページをご参照願います。第１表歳入歳出予算補正をごらんください。 

  まず、歳入予算の概要につきましてご説明をいたします。なお、詳細につきましては、１２ペ

ージから２５ページに記載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  町税といたしまして、収入見込みに伴い３，５６６万７，０００円を計上いたしております。

主な内容といたしましては、個人町民税が３，２７０万４，０００円を、法人町民税が１，６０

０万８，０００円をそれぞれ増額計上する一方、固定資産税が６８８万３，０００円を、町たば

こ税が６１６万２，０００円をそれぞれ減額計上いたしております。 

  地方消費税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴ

ルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金につきまして

は交付決定に伴い合計で９，９６１万４，０００円を減額計上いたしております。 

  国から示されました地方財政計画の伸び率や地方財政対策等を参考に予算計上いたしておりま

したけれども、円高や原油高によって想定以上に消費が盛り上がらなかったことなどにより、予

算と乖離する結果となったと考えているところでございます。 

  中でも、景気に左右されやすい配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金な

ど大きく減額いたしてございます。 

  国庫支出金につきましては、交付決定に伴い６億８，７０５万２，０００円を減額計上してお

ります。 

  主な内容といたしましては、社会資本整備総合交付金につきましては、住宅費補助金といたし

まして緑ヶ丘住宅ＰＦＩ事業分１，３１９万９，０００円を増額計上する一方、道路橋りょう費

補助金といたしまして町道海岸連絡線を含む道路整備等分６億８，４９５万７，０００円を減額

計上いたしております。 

  また、平成２９年度をもちまして終了といたしました臨時福祉給付金給付補助金につきまして

は、事務費補助金を含めまして合計で１，１５８万６，０００円を減額計上いたしております。 

  府支出金につきましては、交付決定に伴い８５０万１，０００円を増額計上いたしております。
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主な内容といたしましては、大阪府市町村振興補助金７３０万円を、大阪府市町村観光振興支援

事業補助金につきましては商工費補助金として船守神社境内公衆便所整備分４２７万６，０００

円を、林業水産業費補助金といたしまして小島漁港内公衆便所整備分３２８万９，０００円をそ

れぞれ増額計上する一方、身体障害者及び知的障害者医療費助成事業費補助金２００万円を減額

計上いたしております。 

  ３ページをご参照願います。 

  財産収入につきましては、収入見込みに伴い基金預金利子５１万７，０００円を増額計上いた

しております。 

  寄附金につきましては、収入見込みに伴い、ふるさと納税といたしまして岬ゆめ・みらい寄附

金１億３４５万円を減額計上いたしております。 

  繰入金につきましては、２，２２７万円を減額計上いたしております。主な内容といたしまし

ては、本補正予算編成に伴い必要な財源といたしまして、財政調整基金繰入金２億１１７万１，

０００円を減額計上する一方、岬ゆめ・みらい基金繰入金１億８，１４８万１，０００円を増額

計上いたしております。 

  諸収入につきましては、交付決定に伴い大阪府市町村振興協会市町村交付金（宝くじ交付金）

４０９万７，０００円を減額計上しております。 

  町債につきましては、起債借入額の決定に伴い、５億９，３３０万円を減額計上いたしており

ます。 

  主な内容といたしましては、町道海岸連絡線整備事業などの町道整備事業債５億４，８９０万

円を、町営緑ヶ丘住宅に係る公営住宅整備事業債２，５５０万円をそれぞれ減額計上するもので

ございます。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明をいたします。４ページをご参照願います。 

  なお、詳細につきましては２６ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  総務費につきましては、７，３８９万２，０００円を減額計上いたしております。主な内容と

いたしましては、不用額の調整に伴い、企画費についてふるさと納税に伴う、岬ゆめ・みらい寄

附謝礼などの関係経費、オリンピック・パラリンピックに係る事前キャンプ誘致ＰＲパンフレッ

ト作成経費など合計で６，０７２万円を、地方創生総合戦略事業費につきましては、地域おこし

協力隊に係る経費や創業支援事業補助金、農・漁業新規就業者居住支援事業補助金などを合計で

５５３万６，０００円をそれぞれ減額計上いたしております。 

  民生費につきましては、２，４１８万９，０００円を減額計上しております。主な内容といた

しましては、不用額の調整に伴い、自立支援医療（更生医療）給付費５００万円を、臨時福祉給

付金給付事業費につきましては事務費を含めまして、合計で１，５０９万２，０００円をそれぞ
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れ減額計上するものでございます。 

  衛生費につきましては、１，４８５万６，０００円を減額計上いたしております。主な内容と

いたしましては、不用額の調整に伴い保険事業費について各種検診委託料や肝炎治療補助金など

合計で４１２万円を、し尿処理費につきましては、施設に係る光熱水費や土曜日運営委託料を合

計で３５３万３，０００円をそれぞれ減額計上するものでございます。 

  農林水産業費につきましては、府支出金の交付決定や地方債借入額の決定に伴い必要な財源更

正を行っております。 

  商工費につきましては、２７４万８，０００円を減額計上いたしております。主な内容といた

しましては、不用額の調整に伴い、海釣り公園修繕計画作成業務委託料７２万４，０００円を、

船守神社境内公衆便所整備工事１３２万３，０００円をそれぞれ減額計上するものでございます。 

  土木費につきましては、１２億５，２３５万８，０００円を減額計上いたしております。主な

内容といたしましては、不用額の調整に伴い、町道海岸連絡線整備事業にかかる南海本線立体交

差工事委託料、整備工事、道路用地買収費を合計で１０億９，５２３万８，０００円を、町道西

畑線整備事業に係る分筆登記委託料、道路用地買収費、物件補償費を合計で８，４５９万２，０

００円を、町道多奈川歴史街道線整備事業に係る分筆登記委託料、道路用地買収費を合計で２，

３６８万８，０００円をそれぞれ減額計上するものでございます。 

  消防費につきましては、泉州南消防組合負担金の不用額４６９万４，０００円を減額計上いた

しております。 

  教育費につきましては、５８８万１，０００円を減額計上いたしております。主な内容といた

しましては、不用額の調整に伴い、小学校の光熱水費２６９万円を、小学校の教育振興費１１４

万９，０００円を、中学校の教育振興費９３万４，０００円をそれぞれ減額計上するものでござ

います。 

  ５ページをご参照願います。 

  公債費につきましては、不用額の調整に伴い、一時借入金利子２４１万円を、また地方債利子

償還金９１３万７，０００円をそれぞれ減額計上し、合計で１，１５４万７，０００円を減額計

上するものでございます。 

  諸支出金につきましては、７，４９３万３，０００円を減額計上いたしております。主な内容

といたしましては、財政調整基金費におきまして前年度決算に伴う積立金及び利子積立金を合計

で２，８４３万３，０００円を増額計上する一方、岬ゆめ・みらい寄附金の収入見込みに伴い岬

ゆめ・みらい基金積立金１億３４５万円を減額計上するものでございます。 

  続いて、６ページから８ページをご参照願います。 

  第２表地方債補正をごらんください。 
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  地方債借入額の決定に伴い、河川水路整備事業を新たに追加し、旧深日保育所解体撤去事業ほ

か６事業の限度額の変更を行うとともに、橋りょう整備事業の廃止を行うものでございます。 

  なお、起債の方法、利率及び償還の方法につきましてはごらんのとおりとなっております。 

  以上が補正予算の内容でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上

げます。 

○道工晴久議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。和田勝弘君。 

○和田勝弘議員 ちょっと３点ほどお聞きしたいのですが、９ページの歳入について、地方交付税

ですけど、これ１９億６，５４１万円の削減が４８７万２，０００円、この削減についてこの要

因をお聞きしたいのが１点と、２点目は３７ページの歳出。 

  原因は文化財とか言っていますが、この町道海岸連絡線の整備工事の削減ですな。今、文化財

と言っていますが、そのほかには何もないのか。９億５，６６０万円の不用というのですか、削

減になっています。この要因を聞きたいのが１点と、この工事の内容を聞いてからですけど、工

事がこれで遅れるについて期限内に工事ができるのか、おさまるのかおさまらないのかどうなる

のか、これについてお聞きしたい。 

  この３点よろしくお願いします。 

○道工晴久議長 財政改革部長、相馬進祐君。 

○相馬財政改革部長 ご答弁申し上げます。 

  第１点目の特別地方交付税の減額についてのご質問でございます。 

  予算書では、１６ページ、１７ページに記載しているとおりでございますけれども、今回、特

別地方交付税については当初予算では２億６，５００万円計上し、今回について減額といたしま

して４８７万２，０００円を減額するといった内容となってございます。 

  特別交付税につきましては、普通地方交付税でカバーできない特別な財政需要に対して交付さ

れるものでございまして、主に最近多発してございます自然災害など普通交付税では補足できな

い、捉えることができなかった特殊な要因についてカバーするという内容でございます。 

  災害復旧事業に要する経費に充当されるということが主なものでございますけれども、被災地

への支援ということで多くの金額が計上されたと考えているものでございます。 

  また、地方交付税の財源については、国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、地方法人税

の５税の一定割合がベースとなっておりまして、昨年度からトータルの交付税予算につきまして

は約２．２％減少となってございます。 

  岬町につきましては、昨年度の特別地方交付税の決定額が約２億６，２００万円、そして平成
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２９年度につきましては、約２億６，０００万円ということで約２００万円減少してございます。 

  減少率につきましては１．１％ということで、トータルの交付税予算が約２．２％の減少と先

ほど言いましたけれども、そこまで減額されなかったのかなと考えているところでございます。 

  今後とも、特別交付税の財源確保に向け引き続き努力してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 海岸連絡線についてお答えします。 

  海岸連絡線につきましては、平成２９年９月議会で平成２９年３月２５日から５月３１日まで

埋蔵文化財の試掘調査を実施し、その結果、本発掘調査が必要になりました。 

  それと、平成３０年３月議会でその本発掘調査について平成２９年１０月１８日に着手して、

平成３０年３月２０日をもって完了したことを報告させていただいております。 

  調査の結果は、基本的には本体工事をやっていけるということで、昨年度は南海の委託工事の

部分と、それから府道側の交差部から２４０メートルほどですけども、道路の構造物を、道路を

形づくる工事をさせていただいております。 

  平成３０年度につきましては南海さんへの委託、あと道路の整備を進めさせていただきまして、

これも交付金、社会資本整備総合交付金の額を見ながらになりますが、進めさせていただきまし

て、平成３１年度、この完了を目指しているところでございます。 

○道工晴久議長 和田勝弘君。 

○和田勝弘議員 地方交付税のことは今の説明でわかりましたけど、岬町にとっては大事な財源で

すので、今年も努力してやっていただきたいと思います。よろしくお願いしときます。 

  それで、この海岸線についてですけど、平成３１年の工事というのですか、終わるということ

は、工事期限内におさまるということですか。工事期限内はいつまでですか。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 ただいまのご質問にお答えします。 

  基本的には、平成２９年度の末をもって当初事業を進めたかと思いますが、平成２７年度から

平成２８年度の間で用地買収のほうも地権者の方とか法務局との協議で時間を要したこともあり、

それと、あと埋蔵文化財の関係で、今、平成３１年度と説明させていただきましたけども、そう

いう意味では、２年ほどそれらの要因で遅れているのかなというように考えます。 

○道工晴久議長 和田勝弘君。 

○和田勝弘議員 ちょっと回答というのですか、私が聞いているのは、工事の期限内というのを言

ってほしかったんやけどね。 

  期限内で終わるのか終わらないのか、それをちょっと聞きたくて。 
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○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 お答えします。 

  基本的には、平成３１年度内で工事の完了を予定しております。 

○道工晴久議長 和田勝弘君。 

○和田勝弘議員 道路をつくるということはなかなか難しくて、岬町、今まで道路というのは、新

設できたという大きな道路はできていません。 

  私はこの道路ができるのは本当にちょっと楽しみというと何ですけど、岬町に道ができるのは

本当に大事なことと思いますので、今後ともよろしくお願いしておきます。 

○道工晴久議長 他に質疑ございませんか。 

  松尾 匡君。 

○松尾 匡君 ２７ページなのですが、ふるさと応援サイト掲載料がかなり減額になっています。 

  これは、例えば掲載物に変化があったりしたためか、その詳しい要因というのを教えていただ

きたいということと、あと、委託料のタウンプロモーション委託料、これの減額があるのですが、

確か、サイクルツーリズムのプロモーションなのかなという感じを受けるのですが、違っていた

らすみません。これかどうか、まず聞きたいなと思います。お願いします。 

○道工晴久議長 総務部理事、寺田武司君。 

○寺田総務部理事 松尾議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、ふるさと応援サイト掲載料ですが、これにつきましては６月、９月、１２月、それと１

月にふるさと納税の寄附金の増額の承認をいただいた際に、掲載料につきましても増額しており

ます。その分を、今回は予定より１億円程度額が減ったことに伴って掲載料も減額したところで

ございます。 

  ２点目の、タウンプロモーション委託料ですが、こちらにつきましては、タウンプロモーショ

ン委託料としまして、電車のオンリーワントレインということでポスターを掲示しました。その

ポスター掲示の業務について制作費と掲載料が予定より安くなったことから減額するものでござ

います。 

  深日航路のポスターになります 

○道工晴久議長 松尾 匡君。 

○松尾 匡議員 先ほどのタウンプロモーションの話ですけれども、そのオンリーワントレインの

集客というか、その結果というのは大体、例えば問い合わせなり何なりですけれども、やったこ

とに対してのリターンといいますか、どれぐらいの効果があったかなと思われておりますか。 

○道工晴久議長 総務部理事、寺田武司君。 

○寺田総務部理事 ご質問にお答えさせていただきます。 
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  オンリーワントレインで１週間張らせていただきましたが、問い合わせは数件はありました。

我々もその電車に乗ったり、あと、職員の中では一度電車に乗ってみたいとか、そういうお話は

聞きましたが、ただ、それがどれだけ効果に結びついているとかは把握できておりません。 

○道工晴久議長 他にございませんか。 

  坂原正勝君。 

○坂原正勝議員 私も同じく２７ページなのですが、報償費についてお聞きしたいと思います。 

  不用額として４，３００万円となっております。この要因をお聞かせください。 

○道工晴久議長 総務部理事、寺田武司君。 

○寺田総務部理事 お答えさせていただきます。 

  当初、予定していた、ふるさと納税にかかる謝礼品等に必要な経費でございまして、当初１１

億円程度寄附金を見込んでおりまして、決算額では１０億円程度になったというところで、その

１億円寄附があればこの４，３００万円程度報償費が発生したということで、今回、１億円寄附

金が少なかったことから、こちらにつきましても減額させていただくものでございます。 

○道工晴久議長 坂原正勝君。 

○坂原正勝議員 これは単純に補正予算の見込み違いと、もっと寄附の金額が上がるだろうという、

見込み違いということでよろしいでしょうか。 

○道工晴久議長 総務部理事、寺田武司君。 

○寺田総務部理事 お答えさせていただきます。 

  当初、年内６月、９月、１２月とかなりの寄附がございまして、我々も１月以降、１月、２月、

３月につきましても同じ程度寄附があると見込んでおりましたが、その分が年明けになりまして

寄附者も減少したというところから見込み違いというところでございます。 

○道工晴久議長 坂原正勝君。 

○坂原正勝議員 では、平成２９年度１年間で、ふるさと納税でどれだけの寄附金があったのでし

ょうか、その金額を教えてください。 

○道工晴久議長 総務部理事、寺田武司君。 

○寺田総務部理事 平成２９年度の寄附額ですが、９億９，７００万円程度になります。 

○道工晴久議長 他にございませんか。中原 晶君。 

○中原 晶議員 本件については承認案件であり、委員会付託がございませんので、この場でお尋

ねをいたします。 

  議案書の２２ページ、２３ページ、款１８、繰入金の中で項１、基金繰入金の中の４、海釣り

公園管理基金繰入金、これが７２万４，０００円減額ということでありますが、その理由をお示

しください。 
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  それから、３０ページから３１ページにかけて臨時福祉給付金給付事業費が設けられておりま

して、先ほどご説明もいただいたところでありますが、渡せずじまいになってしまった方の人数

をこの際お聞きしておきたいと思います。 

  引き続きまして、３６ページ、３７ページの款８土木費、項２道路橋梁費の中で目２道路維持

費、節１３委託料のところで、（仮称）町道美崎苑連絡線整備工事設計業務委託料が設けられて

おりまして８２０万円の減額ということになっております。 

  これは、タウンミーティングの中でも道路用地の無償取得を前提に引き続き進めていくという

説明を聞いておりますが、この取得の見通しについてどのようになっているのか、進捗状況をお

聞きしたいと思います。 

  それから、同じ節内で、設計業務委託料とあるのですが、これは何の設計業務を指しておられ

るのかお尋ねいたします。 

  それから、３８ページ、３９ページの土木費の項４都市計画費の中で、目１都市計画総務費、

建築課で既存民間建築物耐震診断等補助金２１８万円の減額ということになっておりますが、こ

の事業の実績の状況をお尋ねしたいということと、款９消防費、項１消防費の泉州南消防組合の

負担金の減額理由についてもお聞きしておきたいと思います。 

  質問は以上です。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 中原議員のご質問にお答えします。 

  続けて答えさせていただきます。 

  ２３ページの海釣り公園管理基金繰入金の減額の件でございますが、これにつきましては、昨

年度、平成２９年度海釣り公園とっとパーク小島の桟橋の修繕計画の作成委託料、これに充当し

ておりまして、それを執行した結果、不用額が出ましたので、その部分を減額するということで

ございます。 

  それから、美崎苑連絡線の設計委託料の件ですが、基本的に用地をご寄附いただくというよう

なお話で進んでいましたが、代替地も含めていろいろ用地の交渉はさせていただいております。 

  そんな中で、なかなか話がうまいこと折り合わなかったということもございますが、基本的に

交付金のほうも昨年度、満額ついていないこともありまして、優先順位をつけて美崎苑の設計業

務を一時先延ばしさせてもらったということでございます。 

  それと、設計業務委託料ということで書かれている分ですが、これにつきましては淡輪の町道、

２カ所ございましたが、かねて拡幅の要望がございまして、平成２９年度当初予算を計上させて

いただいたのですけども、執行に当たりまして地権者の方といろいろ協議させていただきました

が、地権者の方の同意が得られないということで落とさせていただいています。 
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  それから、既存民間建築物耐震診断等補助金についてでございますが、平成２９年度も実績が

ないということで全額落とさせていただいています。 

○道工晴久議長 しあわせ創造部長、松井清幸君。 

○松井しあわせ創造部長 お答えをさせていただきます。 

  ３１ページに掲載しております臨時福祉給付金の事業費なのですけれども、ご質問の渡し切れ

ていない人はどれぐらいいるかという質問でございます。 

  今回、臨時福祉給付金として対象と見込まれる方に対して申請書をお送りして申請を受付させ

てもらっております。 

  最終申請を受け付けた件数３，２１８人に対して審査を行い支給決定した件数は３，２１８人

ということで、結果はそうなっております。 

  ただ、対象と見込まれる方の対象が最終３，７６２人に対しての支給決定が３，２１８人とい

うことで約５００人程度の差がございます。 

  その方が対象となるかどうかというのは、申請をしていただいた上で審査をした後、支給決定

をすることになりますので、その方が渡し切れていないかどうかというのは不明であります。 

○道工晴久議長 危機管理監、竹下雅樹君。 

○竹下危機管理監 お答えいたします。 

  ３９ページ、消防費の泉州南消防組合負担金の減額理由でございますが、正職員及び再任用職

員の方が途中で退職されたと、それから時間外手当の縮減など、人件費が主な要因と聞いており

ます。 

○道工晴久議長 中原 晶君。 

○中原 晶議員 ただいまご説明をいただいた中で、臨時福祉給付金のことについて、まず、さら

にお尋ねをいたします。 

  支給漏れということになるのかどうかは定かではない、おっしゃるとおりだと思います。 

  確かに、岬町としてはこの方は臨時福祉給付金を受けられる対象なのだろうという方に当然案

内を送る。だけど、申請してもらってよく調べたら対象から外れていたというケースもあり得る

と思います。 

  ただ、今、答弁の中であったように３，２１８人が申請をされて、３，２１８人が支給決定を

されて受け取っておられるということは、差があったとしても非常に少ない範囲なのだろうとい

うことは推測できるわけですね。 

  それで、およそ５００人の差があるのだと、対象と考えている方と申請に来られた方の差がお

よそ５００人と、５４４人ですね、あります。 

  それで、私、この数は決して小さい数ではないと思うのですよね。それで、この臨時福祉給付
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金、過去複数回似たような事業が取り組まれておりますよね。 

  それで、その都度条件なんかも変わっているので複雑ではありますけれども、受け取りに来ら

れていない方の実態といいますか、何回もやっているけれど、その中で毎度毎度来てないとか、

そういうようなことがあるのかどうか。 

  申請をされていない方の実態について追及して調べるといったようなことはなさっているのか、

そのことを重ねてお聞きしたいと思います。 

  それから、美崎苑連絡線のことですけれど、進捗についてお尋ねをいたしました。 

  これについては、この場では意見を申し上げるのみにとどめておきたいと思いますけれど、私

はかねてから、これは今大急ぎでやるものと考えられないというようにお伝えをしてまいりまし

た。 

  決してやるなと言っているわけではありません。しかしながら、町財政が厳しい、そしてまた

さまざまな住民生活を直接支える事業に重きを置いて努力をしながら財政運営をされている、こ

のときにこの事業がどうしても不要不急のものというように考えるのも一つかなと私は思ってお

りますので、優先順位としてはそんなに高くはないと私は考えられないものですので、今回の見

送り、事業を先延ばしということになると思いますけれど、それは妥当だと思うのですね。 

  この際、事業そのものについてもどうしていくのかお考えいただきたいと思います。 

  それから、既存民間建築物耐震診断等補助金、これはなかなか実績に結びつかないですよね。

それで、周知についても一定の努力を払っておられると私は見ています。 

  ただ、過去にも申し上げましたけれど、制度上、利用のしにくさがあるということを指摘して

まいりました。そのことについて見直すお考えはないのか。 

  それから、これについて、この補助金がありますよということで、一定の不十分かもしれない

けれど、周知もしているという中で、問い合わせが１件もないのか、そのあたりについてもこの

際お聞きしておきたいと思います。 

  それから、最後に危機管理の分野で泉州南消防組合負担金の減額理由についてはお聞きをいた

しました。 

  主に人件費ということですけれども、そうなってきますと、消防の事業というのはチームワー

クと人というのは非常に大切なことということになりますから、実際の業務といいますか、住民

の財産、命を守るという仕事に支障を来すようなことにならないのかという、そこが不安になる

のですが、そのあたりについて、この場でお聞きをしておきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○道工晴久議長 しあわせ創造部長、松井清幸君。 

○松井しあわせ創造部長 お答えをさせていただきます。 
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  今回の臨時福祉給付金経済対策分といたしまして、平成２６年４月から消費税の引き上げに伴

いまして所得の低い方々の影響を緩和するという目的のもと、臨時的な措置で給付される制度と

なっております。 

  担当者としましても、１人も漏れることなく申請をしていただくために努力をしてまいりまし

た。 

  中には介護給付を受けている方において申請がしにくい方については、ヘルパーさんの手を借

りながら申請をしていただいているケースもあります。 

  また、対象と認められる方に申請書を送付した後、申請のされていない方々に対しましては、

催告通知という形で申請漏れはありませんかという通知もさせていただいています。 

  また、ホームページにも掲載をさせていただいて申請漏れのないような取り組みもさせていた

だいております。 

  ただ、数年続きました臨時福祉給付金の中で、申請のされていない方々の動向というのですか、

その原因については調査しておりません。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 耐震診断の補助の実績の件でお答えいたします。 

  基本的には、周知の方法としましては、これもずっと建築課の窓口や受付で危機管理担当の窓

口、公民館、ふれあいセンター等にチラシは置かせていただいていたのですが、平成３０年４月

から道の駅２カ所、とっとパークと道の駅みさき、ここにも置かせていただくようにさせていた

だいております。 

  それと、平成２９年度から、使いやすいか使いにくいかということになるかと思うのですが、

設計費のほうも一定１０万円ということで補助は追加させていただいております。 

  また、なかなか費用のほうもかかるということで補助も受けにくいのかなと思うのですが、こ

のことにつきましては、かねてからになりますが、府を通じて国への要望活動、こういったもの

は継続して行っております。 

  実績につきましては、平成２９年度は問い合わせもゼロということで、実績はゼロでございま

す。 

○道工晴久議長 危機管理監、竹下雅樹君。 

○竹下危機管理監 消防体制のことでお答えいたします。 

  退職された方がおられると、そのことによっての運営に支障がないのかということでございま

すが、これは当然、退職に伴うそれを補う体制、それから運営の仕組みというのを当然消防組合

のほうで構築されて運営されております。 

  支障を来すようなことは報告も受けておりません。 
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○道工晴久議長 中原 晶君。 

○中原 晶議員 臨時福祉給付金のことで、申請に結びつけるための努力をお示しいただきました。 

  それで、未申請者に対して催告通知を送っているということなのですが、それは過去からも努

力してやってこられていることと認識していますけれど、やはり、お手紙を送るだけではなかな

かというところが人によればあるのかなと思います。 

  もちろん催告通知を送ったことで申請に結びついた方もおられると思うのですよね。 

  それから、ホームページでの周知ということなのですが、これは特にご年配の方でホームペー

ジから気がついてという割合はちょっと少ないのではないかなと思いますので、やはり実態をつ

かむ努力をしていただきたいなと思います。 

  ただ、この事業は実態把握をする目的でやる事業ではないので、岬町だって人の少ない中で運

営をしておられますから、なかなかそこまで難しいんだろうなとは思うのですけれど、この５４

４人がもしかしたら何かのお困りの状況にあるのかもしれないということを考えたり、実態が把

握される中で、昨日、一般質問でお尋ねをしましたけれど、災害の時に支援が必要な方というよ

うに、町としていろんな面で実態をキャッチすることにつながるのではないかなと私は思ってお

りますので、また、こういった機会があるかないかわかりませんけれど、いろいろな機会を通じ

て住民の皆さんお一人おひとりの状況を実態について把握をする努力を引き続き行っていただき

たいと思います。 

  それから、既存民間建築物の耐震診断等補助金について、昨年度においては一定の費用につい

ての努力もされたということをお示しいただいて、周知についても設置場所を増やしたというこ

とでありました。 

  今後についての努力方向についても述べられましたので、引き続き努力をしていただきたいと

思いますが、なかなかこれはやはり事業をいざやるとなりますと、改修そのものに費用がかかる

ということと、それから認定に至るまでに必要な書類がやや申請者側からすると用意するのが困

難だと思える資料があるのですよね。 

  ということもあるので、ちょっと仕組み上のことも含めて引き続き検討いただきたいと思いま

す。 

○道工晴久議長 他にございませんか。竹原伸晃君。 

○竹原伸晃議員 ２点お願いします。 

  ページで言いますと２８ページ、２９ページ、衆議院議員選挙費というで、昨日一般質問した

ところに関連しまして少し教えていただきたいと思います。 

  節１報酬につきまして、減額されているのですが、投票立会人報酬並びに期日前投票所立会人

報酬、１人幾らというのは決まっている中、減額が出たというのはちょっと体調不良で来られな
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かったのかなと考えていますし、この１０人、２２人というのがそれぞれ１人ずつ欠けたのかな

と思うのですけど、その内容について教えていただきたいのと、あと１４の使用料及び賃借料の

一番下、投票所借上料１６万５，０００円の不用額が出ておりますが、大体こういう投票所とい

うのは決まって幾らというのが出ているのではないか。その中で不用額が出たというのはどこか

の施設が使えなかったのかな、そういうことになるのかなと思いつつ教えてください。 

  それともう１点です。 

  ３８ページ、３９ページ、都市計画費の目でいうコミュニティバス運行費需用費の住民生活課

修繕料減額で８０万円、これは車両の整備費なのかなと思いつつ、８０万円出ているのは落札減

によるものでしょうか。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○道工晴久議長 総務部長、西 啓介君。 

○西総務部長 選挙にかかる経費についてのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、報酬につきましては一応最大限の人数で予算をとっておりますので、現実との差という

ことで、どうしても不用額が生じてくるということでございます。 

  例えば開票立会人については、最大１０人までなることができるのですけども、これは候補者

数とか政党数によって出てくる数が変わってまいりますので、そういう要因等もございまして、

いずれも不用額が出てきているというものでございます。 

  それと、投票所の借上使用料につきましては、投票所につきましては各自治区の集会所等お借

りはさせていただいてはおるのですけども、場所によっては役所が使う行事ということで減免等

もいただいておるという状況もございますので、一応、最大限の予算として組ませてはいただい

ておりますけども、実質の支払いとしては不用になったというようなケースもございますので、

その分の不用額が出ているという状況でございます。 

○道工晴久議長 しあわせ創造部総括理事、波戸元雅一君。 

○波戸元しあわせ創造部総括理事 バスの修繕のことでお答えさせていただきます。 

  このコミュニティバスの修繕料につきましては、運行車両にかかります車両の法定点検費であ

ったり、それからタイヤの交換、オイル交換等の修繕料として計上いたしております。 

  予算の規模からいきますと、昨年と少し増えておりますけれども、年間を通して車両の修繕を

見込むのですけれども、大きな修繕費が発生しなかったということから、予算との差額の分を不

用額として計上させていただいたということでございます。 

○道工晴久議長 竹原伸晃君。 

○竹原伸晃議員 選挙のことは了解いたしました。 

  バスの修理のほうなのですけども、これは対象になっているのは大きい車が２台と小さい車が
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４台でしたか。合計６台の車について個々のことはいいのですけど、その６台についての分で８

０万円減額だったということでよろしいのでしょうかね。 

○道工晴久議長 しあわせ創造部総括理事、波戸元雅一君。 

○波戸元しあわせ創造部総括理事 運行車両につきましては、今、議員おっしゃるとおり、マイク

ロバスが２台、コミューターが２台、ハイエースが２台、６台でございます。 

○道工晴久議長 他にございませんか。 

  ないようですので、これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより、議案第５７号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町一般会計補正予算（第

１０次））」を起立により採決します。 

  本件は原案のとおり承認することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

○道工晴久議長 起立満場一致であります。よって、議案第５７号は原案のとおり承認することに

決定しました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第２、議案第５８号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町下水道事

業特別会計補正予算（第４次））」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 日程第２、議案第５８号、専決処分の承認について（平成２９年度岬町下水

道事業特別会計補正予算（第４次））の件につきましてご説明いたします。 

  本件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしましたの

で、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  専決処分の理由といたしましては、平成２９年度岬町下水道事業特別会計決算（見込）におき

まして、不用額及び地方債借入額の決定による地方債限度額の変更等に係る補正予算を調整し、

議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集する時間的余裕がないため、地方自治法第１

７９条第１項の規定により、平成３０年３月３０日付で専決処分をさせていただいたものでござ

います。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，３６９万７，０００円を減額し、歳入歳出予算
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の総額を歳入歳出それぞれ６億８８万８，０００円とするものでございます。 

  ２ページをご参照願います。第１表歳入歳出予算補正をごらんください。 

  まず、歳入予算につきましてご説明いたします。なお、詳細につきましては８ページから９ペ

ージに記載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  繰入金につきましては、下水道事業特別会計の財源調整により一般会計繰入金５８３万６，０

００円を減額計上いたしております。 

  次に、町債につきましては地方債借入額の決定に伴い２，０１０万円を減額計上いたしており

ます。 

  内容といたしましては、流域下水道債３４０万円、公共下水道事業債１，６７０万円をそれぞ

れ減額計上するものでございます。 

  次に、諸収入につきましては、流域下水道事業市町村負担金返還金を３４１万８，０００円増

額計上するものでございます。 

  次に、使用料及び手数料につきましては、収入見込みにより下水道使用料４５万９，０００円

を減額計上いたしております。 

  内容としましては、現年度分４５万９，０００円を減額計上するものです。 

  次に、分担金及び負担金につきましては、収入見込みにより受益者負担金７２万円を減額計上

いたしております。 

  内容としましては、現年分５０万６，０００円、滞納繰越分２１万４，０００円をそれぞれ減

額計上するものです。 

  次に、歳出予算につきましてご説明いたします。 

  ３ページをご参照願います。なお、詳細につきましては１０ページから１１ページに記載して

おりますので、あわせてご参照願います。 

  総務費につきましては、支出見込みにより４８３万７，０００円を減額計上いたしております。 

  内容といたしましては、支出見込みにより修繕料５３万５，０００円、施設維持管理業務委託

料４２万４，０００円、負担金の決定に伴い大阪府流域下水道事業維持管理負担金３８７万８，

０００円をそれぞれ減額計上するものでございます。 

  次に、事業費につきましては、支出見込みにより１，７８６万円を減額計上いたしております。 

  内容といたしましては、負担金の決定に伴い、地域下水道事業負担金１６６万８，０００円、

入札減により事業認可変更設計業務委託料８０万円、落札減並びに事業費の確定に伴う減額によ

り公共下水道工事１，１４３万２，０００円、工事支障物件移設補償費３９６万円をそれぞれ減

額計上するものでございます。 

  次に、公債費につきましては支出見込みにより１００万円を減額計上いたしております。 
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  内容といたしましては、不用額調整により一時借入金利子１００万円を減額計上するものでご

ざいます。 

  ４ページをご参照願います。第２表地方債補正をごらんください。 

  地方債借入額の決定に伴い、下水道事業の起債限度額１億５，６００万円を１億３，５９０万

円に変更を行うものでございます。 

  以上が、補正予算の内容でございます。よろしくご審議の上、承認賜りますようにお願い申し

上げます。 

○道工晴久議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。奥野 学君。 

○奥野 学議員 １点お聞きしたいと思います。 

  先ほどの部長の説明の中のページで８ページですね、受益者負担金のところでお聞きしたいと

思います。 

  減免で５０万円余りあったように説明があったと思うのですが、その減免のどういう対象で減

免になるのか、そのあたりの説明をお願いいたします。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 奥野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほど、私、説明させていただきましたのは、受益者負担金を減額計上、補正計上しておりま

すが、その部分について現年度分で５０万６，０００円の減額ということでご説明させていただ

きました。 

  それでよろしいですか。 

○道工晴久議長 よろしいですか。 

  他にございませんか。中原 晶君。 

○中原 晶議員 内容についての質問ではないのです。 

  印刷の仕方のことで、工夫してもらえないかというお願いです。 

  何を言っているかわかりますか。わかりますよね。 

  今、奥野議員がどうしてこういう質問されたのか、印刷方法にもよるのではないですか。 

  いろいろ何か、どう言ったらいいのでしょうね、理由があるのかもしれませんけれど、例えば、

４ページで地方債補正とありますね。 

  この地方債補正の次のページは白にしないといけないルールがあるのかどうか。先ほどの一般

会計の専決処分の提案書についても、地方債補正の次のページは白なのですよ。 

  だから、総括表があって、その後に続く歳入と歳出の第２表に当たる部分が横一列になってく
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れないのですよ。 

  私たちは、あなた方もそうかもしれませんが、款項目節、これ一体で見るわけですよね。だか

ら、それが前のページと後ろのページに分かれているとわかりにくいのですね。 

  そこはぜひ、これ体裁、こういうようにあなた方が変えるといって変えたでしょう。だから、

わかりやすいように印刷してもらえるととってもうれしいのですけど、その努力をお願いだけし

ておきたいと思います。 

○道工晴久議長 その旨、関係者に申し上げます。 

○中原 晶議員 お願いいたします。 

○道工晴久議長 総務部長、西 啓介君。 

○西総務部長 印刷のほう、議案作成は総務課で行っておりますので、今回、この下水道事業予算

書についてはページが裏面にわたってしまっているということで、ちょっと見にくかったという

ことでお詫びをさせていただきます。 

  また、今後こういうことのないように、できるだけ見開きで見てわかるようにさせていただき

たいと思います。 

○道工晴久議長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより、議案第５８号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町下水道事業特別会計補

正予算（第４次））」を起立により採決します。 

  本件は原案のとおり承認することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

○道工晴久議長 起立満場一致であります。よって、議案第５８号は原案のとおり承認することに

決定しました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第３、議案第５９号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町多奈川財

産区特別会計補正予算（第４次））」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、西 啓介君。 

○西総務部長 日程第３、議案第５９号、専決処分の承認について（平成２９年度岬町多奈川財産
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区特別会計補正予算（第４次））につきましてご説明をいたします。 

  本件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分を行いましたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  裏面の専決処分書をごらんください。 

  専決処分の理由といたしましては、平成２９年度岬町多奈川財産区特別会計決算（見込）にお

きまして、一般会計で実施した町道多奈川歴史街道線整備事業等の不用額に伴う補正予算を調整

し、議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集する時間的余裕がないため、地方自治法

第１７９条第１項の規定により平成３０年３月３０日に専決処分したものでございます。 

  それでは、補正予算の内容につきましてご説明いたします。 

  予算書の１ページをごらんください。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１４５万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８，０８３万１，０００円とするものでございます。 

  歳入予算の概要につきましてご説明いたします。 

  ２ページの第１表歳入歳出予算補正をごらんください。なお、詳細につきましては７ページ、

８ページに記載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  一般会計繰出金の減額に伴い、財源としていた多奈川地区財産区基金繰入金を１４５万６，０

００円減額いたしております。 

  次に、歳出予算につきましてご説明いたします。 

  ３ページをごらんください。なお、詳細につきましては９ページ、１０ページに記載しており

ますので、あわせてご参照願います。 

  一般会計で実施した町道多奈川歴史街道線整備事業等の不用額に伴い、一般会計繰出金を１４

５万６，０００円減額いたしております。 

  以上が補正予算の内容でございます。よろしくご審議の上、承認賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○道工晴久議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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  これより、議案第５９号「専決処分の承認について（平成２９年度岬町多奈川財産区特別会計

補正予算（第４次））」を起立により採決します。 

  本件は原案のとおり承認することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

○道工晴久議長 起立満場一致であります。よって、議案第５９号は原案のとおり承認することに

決定しました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第４、議案第６０号「岬町ラブホテル建築等規制条例及び岬町パチンコ遊技

場等及びゲームセンター建築等規制条例の一部改正について」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 日程第４、議案第６０号、岬町ラブホテル建築等規制条例及び岬町パチンコ

遊技場等及びゲームセンター建築等規制条例の一部改正につきまして、その概要を説明させてい

ただきます。 

  提案理由といたしましては、旅館業法の一部を改正する法律（平成２９年法律第８４号）の公

布に対応するとともに、関係条項の整理を行うため、本条例に所要の改正を行うものでございま

す。 

  改正内容といたしましては、旅館業法の一部改正に伴い、岬町ラブホテル建築等規制条例にお

いて引用する旅館業法の条項にずれが生じたことにより、本条例の条項の整理を行い、あわせて

本条例において定める公共施設等の名称などの改正を行うものです。 

  また、岬町パチンコ遊技場等及びゲームセンター建築等規制条例におきましても同様に公共施

設等の名称などについて改正を行うものでございます。 

  それでは、改正内容についてご説明いたします。 

  議案書の裏面及び新旧対照表をあわせてごらんください。 

  今回改正する条例は、第１条において、岬町ラブホテル建築等規制条例を、第２条において、

岬町パチンコ遊技場等及びゲームセンター建築等規制条例を改正する２条立てとしております。 

  まず、第１条は岬町ラブホテル建築等規制条例の一部を改正するもので、旅館業法第２条第２

項、第３項、第４項が、第２項、第３項に改正されたことに伴い、本条例第２条第１号中「、第

３項及び第４項」を「及び第３項」に改めるものでございます。 

  次に、別表第２の改正につきましては、この別表に記載する公共施設等の名称などを改めるも

のでございます。 

  まず、別表第２、第１項第８号中「学校法人ザビエル学園海星カトリック幼稚園」を「学校法
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人ザビエル学園海星幼稚園」に改めるものでございます。 

  次に、同表第２項第３号中「町立緑ヶ丘保育所」を「町立多奈川保育所」に、同項第４号中

「町立多奈川保育所」を「町立子育て支援センター」に、同項第５号中「町立簡易心身障害児通

園事業こぐま園」を「町立簡易心身障害児通園施設こぐま園」に、同項第６号中「知的障害児施

設淡輪学園愛の家」を「知的障害児施設愛の家『きぼう』」にそれぞれ改めるものでございます。 

  また、同表第５項中「町長が定める施設」を「次に掲げる施設」に改め、同項第１号中「青少

年解放センター」を「青少年センター」に、同項第５号中「・緑ヶ丘青少年運動広場」を削り、

同項第７号中「岬町立学校給食共同調理場設置条例」を「岬町学校給食条例」に、「給食センタ

ー」を「学校給食センター」に、同項第８号中「・共同作業所（さくら園）・児童遊園及びちび

っこ広場・テニスコート」を「・愛の家『工房みさき』・児童遊園・町立テニスコート」にそれ

ぞれ改め、別表第２に第６項として、前各号に掲げるもののほか、町長が定める施設を追加する

ものでございます。 

  次に、別表第３中「国道２６号線」は国から大阪府に移管されたことを受け「府道和歌山阪南

線」に改めるものでございます。 

  続きまして、第２条は、岬町パチンコ遊技場等及びゲームセンター建築等規制条例の一部を改

正するもので、別表第１中、「国道２６号線」を「府道和歌山阪南線」に改めるものでございま

す。 

  次に、別表第２、第１項第８号中「学校法人ザビエル学園海星カトリック幼稚園」を「学校法

人ザビエル学園海星幼稚園」に改めるものでございます。 

  次に、同表第２項第３号中「町立緑ヶ丘保育所」を「町立多奈川保育所」に、同項第４号中

「町立多奈川保育所」を「町立子育て支援センター」に、同項第５号中「町立簡易心身障害児通

園事業こぐま園」を「町立簡易心身障害児通園施設こぐま園」に、同項第６号中「知的障害児施

設淡輪学園愛の家」を「知的障害児施設愛の家『きぼう』」にそれぞれ改めるものでございます。 

  また、同表第５項中「町長が定める施設」を「次に掲げる施設」に改め、同項第1号中「青少

年解放センター」を「青少年センター」に、同項第５号中「・緑ヶ丘青少年運動広場」を削り、

同項第７号中「岬町立学校給食共同調理場設置条例」を「岬町学校給食条例」に、「給食センタ

ー」を「学校給食センター」に、同項第８号中「・共同作業所（さくら園）・児童遊園及びちび

っこ広場・テニスコート」を「・愛の家『工房みさき』・児童遊園・町立テニスコート」にそれ

ぞれ改め、別表第２に第６項として前各号に掲げるもののほか、町長が定める施設を追加するも

のでございます。 

  次に、別表第３中「国道２６号線」を「府道和歌山阪南線」に改めるものでございます。 

  最後に、附則としまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 
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  本件につきましては、事業委員会に付託の予定と聞き及んでおります。よろしくご審議の上、

議決賜りますようお願い申し上げます。 

○道工晴久議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○道工晴久議長 異議なしと認めます。これより大綱的質疑を行います。質疑ございませんか。 

  竹原伸晃君。 

○竹原伸晃議員 事業委員会に所属しておりませんので、少し教えていただこうと思います。 

  大半が名称の変更であるのかな、現在、名前が変わっているところとか、役割が変わっている

ところの変更の説明が大部分で、旅館業法というところにおきまして対応するというのが一番最

初の第３項及び第４項というのを第３項に規定するということなので、これは簡単に言うとどう

いうような内容になるのかだけ、この第３項、第４項、ちょっと勉強不足かもわからないですけ

ど、簡単に言っていただければと思います。お願いします。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 

○家永都市整備部長 竹原議員のご質問にお答えいたします。 

  今般、旅館業法の改正が行われたということでございまして、議員おっしゃるように、直接こ

の改正に影響しているところは第２条の（１）のところでございます。 

  旧の旅館業法では、第２項、第３項、第４項にそれぞれホテル営業とか、あと旅館営業、また

簡易宿所営業ということで、各営業のそれぞれの定義というのがあるわけなのですが、今回、旅

館業法が改正されたということで、ホテル営業と旅館営業がホテル旅館営業ということで一括り

にされたということで、法律上は改正されています。 

  ホテル営業とか旅館営業とかというのは、またその下の施行令で規定されておりまして、それ

ぞれ必要となる客室数とか構造的な部分の規定が下のほうの施行令で定められているという形に

なってございます。 

○道工晴久議長 他にございませんか。出口 実君。 

○出口 実議員 ちょっと私、１点だけお聞きしたいと思います。 

  ちょっと理解に苦しみますのは、実は、岬町立緑ヶ丘保育所を町立多奈川保育所に改めるとい

う形で記載されておりますが、実際、緑ヶ丘保育所は深日にあって、なぜ多奈川保育所という形

に改めるのか、その説明をお願いしたいと思います。 

○道工晴久議長 都市整備部長、家永 淳君。 
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○家永都市整備部長 出口議員の質問にお答えします。 

  大変わかりづらい形になっておりますが、基本的にここの部分は町立緑ヶ丘保育所が廃止され

ておりますので、緑ヶ丘保育所がなくなって、それぞれ上に１号上がっているということに、形

上はなっています。 

  多奈川保育所は、まだ３号ということで、改正した条例に記載されるようになります。 

○道工晴久議長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております「岬町ラブホテル建築等規制条例及び岬町パチンコ遊技場等及

びゲームセンター建築等規制条例の一部改正について」は、会議規則第３９条第１項の規定によ

り、事業委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○道工晴久議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については、事業委員会に付託することに決定しました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第５、議案第６１号「監査委員の選任について」を議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長、田代 堯君。 

○田代町長 日程第５、議案第６１号、監査委員の選任につきましてご説明を申し上げます。 

  提案理由といたしまして、監査委員小坂 巍氏は、平成３０年６月３０日をもって任期満了と

なりますので、同氏を再任したく、地方自治法第１９６条の規定により議会の同意を求めるもの

であります。 

  小坂 巍氏につきましては、住所は大阪府泉南郡岬町多奈川谷川２６６９番地 

  生年月日は、昭和８年１月１日 

  経歴等につきましては、議案書裏面に記載のとおりであります。 

  小坂 巍氏の再任につきましてご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○道工晴久議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。中原 晶君。 

○中原 晶議員 念のためお尋ねいたします。 

  ご提案いただいている小坂 巍さんについては、これまでも同職について任務を遂行してきて



 

25 

いただいたといういきさつがございます。 

  それから、そのことを考えますと経験や知識や人格的、品性も兼ね備えているということなの

だろうと思うわけです。 

  ただ、過去の議会の中でも、これは年齢のことをご心配になってということだったと記憶して

おりますが、その点で不安を感じるといったような議論もあったと思います。 

  それで、私、小坂 巍さんについては直接存じ上げないということもありますので、念のため

お尋ねをいたしますが、こうやって提案をされるということは、体力や意欲、能力について心配

はないということで自信を持ってご提案をされると受けとめていいのかどうか、念のために確認

をさせていただきたいと思います。 

  ただ、私自身は人間というのはいろんな科学技術、医療の技術もありますけれども、やはり可

能性を秘めている存在だと思いますので、一概に年齢だけでいろんなことを判断できるという単

純なものではないとは思いますが、直接存じ上げないこともありまして、この場で参考までにお

聞きをするものでございます。お願いします。 

○道工晴久議長 町長、田代 堯君。 

○田代町長 お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、年齢的に少しご心配があるのではないかなという懸念はあるかと思い

ますけども、私自身、また担当も、また直接監査を一緒にやられている議会選出の監査委員さん

の意向も聞いてまいりました。 

  本人の意向については、全く心身ともに高齢とはいえ問題はないと、このように思っておりま

すし、過日の監査等においても厳しいご指摘、そういったものもいただいておりますので、監査

に対する意欲、また、そういう審査等には問題はないと判断しましたのでご提案を申し上げまし

た。 

○道工晴久議長 他にございませんか。 

  竹原伸晃君。 

○竹原伸晃議員 確認です。任期は２年でしたでしょうか、４年でしたでしょうか。お願いします。 

○道工晴久議長 町長、田代 堯君。 

○田代町長 お答えさせていただきます。 

  任期は４年でございます。 

○道工晴久議長 各議員さんに申し上げます。 

  私のほうから質疑ないかと聞いたときに、手が上がってなくて次に進んでいる場合、困ります

ので、バックすることになりますから、速やかに挙手をしていただくようにお願いしておきます。 

○中原 晶議員 わかりました。 
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○道工晴久議長 これで質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  本件は、人事に関することでございますので、委員会付託及び討論を省略したいと思います。

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○道工晴久議長 異議なしと認めます。 

  これより、議案第６１号「監査委員の選任について」を起立により採決します。 

  本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立満場一致） 

○道工晴久議長 起立満場一致であります。 

  よって、議案第６１号は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第６、報告第２号「専決処分の報告について（損害賠償額の決定）」の報告

を求めます。総務部長、西 啓介君。 

○西総務部長 日程第６、報告第２号、専決処分の報告について（損害賠償額の決定）をご説明い

たします。 

  本件は、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第２項の

規定により報告するものでございます。 

  裏面の専決処分書をごらんください。 

  公用車における物損事故にかかる案件でございます。 

  事故発生日時は、平成３０年４月１９日木曜日、午後１時２７分ごろで、事故発生場所は、大

阪府泉南郡岬町深日８９９番地先、深日小学校東門付近でございます。 

  損害賠償及び和解の相手方は、和歌山県紀の川市南志野２４３－４、齊藤貴英氏であります。 

  事故の概要でございますが、公務のため岬町職員が公用車を後進した際、後方確認が不十分で

あったため駐車していた相手方の車両に接触し、同車両を損傷したものでございます｡ 

  損害賠償の額は、対物損害賠償として４１万３６０円でございます。 

  損害賠償の内容といたしましては、損傷した車両の修理代及び修理している間のレンタカー代

でございます。 

  なお、損害賠償額につきましては、一般財団法人全国自治協会の自動車損害共済事業から相手

方に全額支出されることとなっております。 

  本件につきましては、町長の専決処分事項に該当するため、平成３０年５月１１日に専決処分
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を行ったものでございます。 

  物損事故の発生を受けて、安全運転管理者である総務課長から各所属部署に対し、公用車運転

時における注意喚起の通知を行い、改めて安全運転の徹底の周知を図りました。 

  今後におきましても、職員の安全運転意識のより一層の向上を図りまして事故の防止に努めて

まいりたいと考えております。 

○道工晴久議長 総務部長の報告が終わりました。 

  ただいまから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これをもって、専決処分の報告について（損害賠償額の決定）の件を終わります。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○道工晴久議長 日程第７、報告第３号、平成２９年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

について報告を求めます。財政改革部長、相馬進祐君。 

○相馬財政改革部長 日程第７、報告第３号、平成２９年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告についてにつきましてご説明をいたします。 

  本件は、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告をするものでございます。 

  裏面をご参照願います。 

  事業の完了が翌年度となる繰越事業といたしましては、深日火葬場解体撤去事業ほか６事業と

なっており、平成３０年度への繰越額の合計は、２億８，４８０万４，０００円となっておりま

す。 

  また、翌年度繰越額の財源内訳といたしましては、平成２９年度に収入されました既収入特定

財源といたしまして農業施設災害復旧事業にかかる分担金７万５，０００円、未収入特定財源と

いたしまして、平成２９年度の国庫支出金の交付決定や地方債の同意に基づき、平成３０年度に

収入予定の国庫支出金、地方債を合計で２億５，８２１万７，０００円、一般財源は２，６５１

万２，０００円となっております。 

  なお、ここに掲げております各事業につきましては、一般会計補正予算（第７次）及び（第９

次）におきまして限度額を設定し、既に平成３０年度に明許繰越を行ったものでございます。 

  また、各事業にかかる金額及び財源内訳につきましては、ごらんのとおりとなってございます。 

  以上が、平成２９年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書の概要でございます。 

○道工晴久議長 財政改革部長の報告が終わりました。 

  ただいまから質疑を受けます。質疑ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○道工晴久議長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これをもって、平成２９年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてを終わります。 

  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

  各常任委員さんには、委員会付託分の審議についてよろしくご審議をお願い申し上げます。 

  次の会議は、６月２６日の全員協議会終了後に会議を開きますのでご参集くださいますようお

願いします。 

  どうもご苦労さまでございました。 

（午前１１時４２分 閉会） 
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